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宮崎県のヤマノイモ科植物
斉藤　政美（宮崎植物研究会）

はじめに
　野菜に長芋とか山芋と呼ばれるグループがあり
ます。形も細長いものから、丸いもの、イチョウの
葉っぱみたいなものなど様々です。いずれも、粘
りのある独特の食感があります。これらは、自然
薯を除いていずれも畑で作られる野菜です。もっ
とも、最近は自然薯も畑で作られるようになりま
したが。これらの芋類はすべてヤマノイモ科ヤマ
ノイモ属に属する野菜ですが、葉っぱなどはよく
似ています。ところが、宮崎県の野山には、この
ヤマノイモ属の植物が 10種類近く生えているの
です。これらが食べられるかどうかということは
興味を持たれるところでしょう。今回はそんな植
物たちを紹介します。

１　ヤマノイモ　 Dioscorea japonica Thunb.
　県内では俗にヤマイモと呼ばれていますが、正
式にはヤマノイモと言います。自然薯もこれにな
ります。野山に普通に見られるつる植物です。他
の種類との見分け方をご存じでしょうか。答えは
簡単です。葉が互生か対生かで見分けることがで
きます。ヤマノイモは下の写真のように葉は対生
です。ただ、小さな株は互生になることもありま
すので、識別は難しくなります。花が咲くのは 7
月から 8月です。雄花は写真のように上向きに咲
きます。そして、雌花は下向きに咲くので、簡単
に見分けることができます。

        

     

　ヤマノイモを語るに、もう一つ忘れてはならな
いことがあります。それはムカゴができるという
ことです。ムカゴができるか否かということはこ
のグループを識別するとても大きな要素になりま
す。ムカゴとは、葉の付け根にできる直径 1cm前
後の丸いかたまりです。ご存じのように、これがま
たおいしいのです。どうでも良いことですが、私
の車には常に傘と棒が積んであります。

      
２　ナガイモ　　Dioscorea polystachya Turcz.
　ナガイモって、野菜のナガイモと同じものです
か？　そう、あのナガイモです。ナガイモは日本
原産ですか？　いえ、中国原産と言われています。
では、なぜここに書くのですか？　それは、宮崎
の野山で見かけるからです。 図 1　ヤマノイモの葉と花

 図 3　ヤマノイモのムカゴ

図 2　ヤマノイモの雄花（左）と雌花（右）

 
　

　　

おわりに
　ハンミョウは生息環境に敏感に反応する甲虫で
ある。
　そのため、環境指標として重要である。
　県内に棲息するハンミョウ 12種（カワラハン
ミョウを含まない場合）のうち、8種が本県のレッ
ドリスト記載種となっている。よって、多くの方々
にハンミョウの生態及び生息地を知っていただき、
環境保全の意識を高めていただきたい。
　末筆ながら、今回、生態写真を提供していただ
きました岩切 康二氏、片山 和久氏、標本を提供し
ていただきました緒方義範氏、安本潤一氏にお礼
申し上げます。
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　すみません。ちょっと遊んでしまいました。で
も、最初は驚きました。野山で出てくるのですか
ら。新種か？と思ったこともありました。でも結
局、ナガイモと結論づけました。なぜ野山に生え
ているのか分かりません。でも、あちこちに生え
ています。
　ナガイモは葉が対生です。ヤマノイモによく似
ています。ヤマノイモ属で葉が対生なのはこの 2
種しかありませんので、もし葉が対生のものを見
かけたら、このどちらかです。と言っても、ナガ
イモはそんなにありませんから、葉が対生のもの
は 99.9％ヤマノイモと判断されて結構です。
　では、見分けるポイントはどこでしょうか。一
つは葉の形です。ナガイモの葉は、葉の基部が奴
凧のように広がります。また、つるや葉の一部が
紫色になることもあります。下の画像でも、それ
は確認できると思います。
　また、ナガイモもヤマノイモと同じようにムカゴ
ができます。ヤマノイモのむかごにそっくりです。
　私の観察では、ナガイモのムカゴは夏頃からで
きますが、早く採集してもおいしくないようです。
         

３　ニガカシュウ　　Dioscorea bulbifera L. 
　　 f. spontanea (Makino) Makino et Nemoto

　ニガカシュウとは、苦いカシュウイモという意
味です。では、カシュウイモとはどんなもので
しょうか。それは、かつて椎葉村や西米良村で栽
培されていました。ヒメとかマヒメという名前で
す。今も栽培されているのかは分かりません。カ
シュウイモは食べることができます。産後の食べ
物に良いとかで、重宝されていました。
　ニガカシュウとカシュウイモは外見では区別は
できません。それは、同じ種だからです。カシュ

ウイモは中国原産で、食用にされる栽培植物です。
ニガカシュウは同じ種類ですが、苦くて食べられ
ません。そのニガカシュウは宮崎の山野に普通に
生えています。学名のspontanea  は「野生の」と
いう意味です。
　ニガカシュウはこのグループの中では最大の大
きさになります。つるも長いし、葉も大きいです。
ウチワほどはありませんが、それに近い大きさに
なります。県内の野山で大きなヤマノイモ科の植
物を見かけたら、間違いなくこれです。

           
　このニガカシュウもムカゴをつけます。大きい
ものでは直径が 5cmほどにもなります。これが食
べられたら最高なんですが、残念ながら食べられ
ないようです。ちなみ
に、カシュウイモもム
カゴは食べず、土中の
芋だけを食べるようで、
私も食べたことがあり
ます。最近は宇宙芋と
か言って、ムカゴを食
べる園芸種も出回って
いるようです。          

４　オニドコロ　　Dioscorea tokoro Makino
　さて、これから紹介するヤマノイモ科の植物は
すべてトコロ（ドコロ）の名前がつきます。この
オニドコロの学名にも、tokoro　がついています。
このトコロが基本になって、他の種にもトコロの
名がついたのかもしれません。これらは、ムカゴ
をつけないことも共通しています。また、芋も食
べられません。県内には、アマドコロとかハシリ

ドコロという植物もありますが、ヤマノイモ科で
はありません。根の様子がオニドコロに似ている
のでしょうか。
　オニドコロはヤマノイモと並んで、県内で最も
普通に見られるヤマノイモ科の植物です。葉が広
くて丸いのと、葉が互生するので簡単にヤマノイ
モとは区別できます。なぜオニという名前がつい
たのかは、私にもわかりません。ヤマノイモより
も葉が丸くて、大きく見えるからでしょうか。
　オニドコロが咲くのは 7月から 8月にかけてで
す。山野の道端などで普通に見かけますので、探
すのは簡単です。やはり雌雄異株なので、雄花を
付ける株と雌花をつける株があります。
         

５　ヒメドコロ　Dioscorea tenuipes Franch. et Sav.
　オニドコロと同じように平地でも見られる植物
ですが、数はオニドコロよりは少ないです。なぜ
ヒメなんでしょうか。葉っぱはオニドコロに比べ、
ほっそりとはしています。時にはオニドコロによ
く似ますので、識別が難しいかもしれません。で
は、どうやって見分けましょうか。オニドコロの
葉っぱは明るい黄緑色ですが、ヒメドコロは明る
くない緑色をしていることが多いです。そして、
葉の先端は細くなります。でも、これだけでは慣
れないとなかなか難しいです。もっと簡単な方法
があります。ヒメドコロの葉の付け根には長さが
1mm程度の突起があります。これを確認していた
だければ識別できます。あと、ヒメドコロは葉の
裏が白っぽいのも特徴です。
　花の時期はオニドコロと同じように 7月から 8
月にかけてです。雄花も雌花も下に垂れ下がりま
すから、雄しべ・雌しべを確認する必要があります。

        

６　カエデドコロ　Dioscorea quinquelobata Thunb.
　これまで紹介してきた植物たちは葉の形がそう
大きくは変化しないものが多かったですが、この
カエデドコロは葉がカエデを思わせることから、
この名があります。といっても、諸条件により形
は大きく変わります。正にカエデを思わせるもの
からオニドコロやヒメドコロによく似たものもあ
ります。見分け方のポイントは２つあります。一
つは、カエデドコロの葉の表面には毛があるとい
うことです。それを確かめるにはルーペが必要で
すが、目の良い人なら肉眼でも分かります。もう
一つの方法は花を見ることです。これまで紹介し
てきたものは白っぽいものや黄緑色をしています。
しかし、このカエデドコロは黄色をしています。や
やオレンジ色に近い黄色です。黄花のヤマノイモ
科の植物を見かけたら、99.9％、カエデドコロで
す。

         

図 4　ナガイモの葉と花（雄花）

図 5　ニガカシュウの葉

図 6　ニガカシュウのムカゴ

図 7　オニドコロの葉と花（雄花）

図 8　ヒメドコロの葉と花（雄花）

 図 9　カエデドコロの葉と花（雄花）
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７　タチドコロ　　Dioscorea gracillima Miq.
　おそらく、株が立ち上がるからこの名前がある
のでしょう。でも他の株も立ち上がるので、この
種類だけの特徴とは思えません。この株を県内で
見たのは 1か所だけです。気がついたのは高千穂
町で、2007年のことです。2株ほどが近くの木々
に巻き付いていました。国の絶滅危惧種にはなっ
ていませんので、おそらく他県にはそこそこある
のでしょう。でも、本県で現在確認されているの
は、ここだけです。昨年見に行ったら、元気に生育
していました。何よりです。特徴はというと、外
見的には大きな特徴はありません。次に紹介する
ツクシタチドコロやオニドコロなどに似ています。
でも、最大の区別点があります。それは花の色が淡
いオレンジ色だということです。先ほど、オレン
ジ色の花だったら 99.9％カエデドコロだと書きま
した。残りの 0.1%はこのタチドコロだったのです。
         

８　ツクシタチドコロ
   　　　Dioscorea asclepiadea Prain et Burkill
　ツクシというのは、九州という意味です。日本
国内で九州にしか生えていない植物です。しかも、
南九州だけです。全国的にも珍しいので、環境省
は絶滅危惧Ⅰ B類に位置付けています。上から 2
番目のランクです。ツクシタチドコロは県内の数
か所で確認されていますが、決して多くはありま
せん。県も絶滅危惧Ⅱ類に位置付けています。特
徴は葉が長いところです。慣れないとなかなか区
別が難しいかと思います。もう一つの特徴は花の
時期が非常に早いということです。このグループ
では開花が最も早く、4月下旬から 5月中旬ごろ
までに咲きます。タチドコロは 5月から 6月にか

けて咲きますし、ツクシタチドコロの花は黄緑色
なので区別できます。

        

９　キクバドコロ
   Dioscorea septemloba Thunb. var. septemloba
　いよいよ最後の紹介です。キクバ（菊葉）の名
がついていますが、菊の葉には似ていません。別
名をモミジドコロと言いますが、むしろこちらの
方が相応しいような気がします。しかし、モミジ
ドコロとするとカエデドコロと混同してしまいま
すので、そこらへんがややこしいところです。キ
クバドコロとカエデドコロは良く似ています。私
もよく間違っていました。最大の区別点はモミジ
のように切れ込んだ葉の先がとがるか丸くなるか
です。下の写真をみていただければ、とがってい
ることが分かると思います。このキクバドコロは
絶滅危惧種にはなっていませんが、数は少ないで
す。内陸部の山地にしか生えていません。似たも
のにウチワドコロというのがありますが、それは
九州にはありません。
      　

祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク登録の経緯と
その後の活動（１）

岩本　俊孝（宮崎野生動物研究会）

はじめに
　2017 年 6 月 14 日、パリで開催された BR
（Biosphere Reserve：生物圏保護地域）国際調整
理事会 ICC-BRで、祖母・傾・大崩ユネスコエコ
パークの登録が決定した。宮崎県では 2つ目のエ
コパークの登録であり、県内はおおいに沸いた。
　宮崎県北部と大分県南部の県境に沿って東西に
延びる祖母・傾・大崩山系は、最大標高の祖母
山（1756m）に始まり、本谷山（1642m）、傾山
（1605m）、大崩山（1643m）へと標高 1000mを
超える尾根筋が延々と続く（図 1）。またその山麓
は、大分県と宮崎県の 4市（竹田市、豊後大野市、
佐伯市、延岡市）2町（高千穂町、日之影町）を
またぐ広範な地域を含み、大野川、五ヶ瀬川の 2
水系流域を覆っている。
　この地域は、当然のことながら潜在的には生物
多様性は高く自然が豊かであるが、古くからの林
業主体の産業形態から自然林の伐採が山地の奥深
くまで進んでおり、生物多様性が危機的状況にあ
ることも確かである。同時に、近年全国の中山間
地で急激に進行している過疎化、高齢化という地
域社会の困難さに直面していることも、深刻な課
題である。
　それらを一挙両得で解決し、持続可能な地域社
会のシステムを作るのがこのユネスコエコパーク
事業ではないかと考えたので、自分も及ばずなが
ら登録前の宮崎県会長として努力をしてきた。し
かし結論から言うと、登録後わずか 3年位では、な
かなかその解決の兆しは見えてきていない。
　この小稿では、まず第 1部として、生物多様性
の豊かさを生んだ地質・気候条件と、生物多様性
の現状の説明と、それらを利用しつつ地域振興を
どのように行うかについて腐心して作成した申請
の内容について触れ、最後に登録の際の国内・国
際的手続き及び経緯を述べる。
　なお、第 2部として、登録後の様々な各種事業
展開や地元の方々の試みについて、次号に書きた
い。

 

１　ユネスコエコパーク（BR）事業の狙いと申請
書の概要
（1）申請様式に記述すべき 3 つの機能
   ユネスコに提出する BR申請様式では事細かに
何を記載すべきかが定められている。まず、BR
としての 3つの機能を平易な言葉で記述しなけれ
ばならない。3つの機能とは、①（生物多様性の）
保全機能、②経済と社会の発展、③学術的研究支
援、である。特に②にはこの BR事業の特徴がよ
く表れている。
　BR事業は、ユネスコの「人間と生物圏（Man 
& Biosphere）：MAB、1971年」計画の一環とし
て、1976年より開始された。ただ当初、BR事業
は科学的プロジェクト（自然保護）の推進の域を
出ていなかった。それへの反省と、様々な政治的
経緯のため、1995年のセビリア戦略、2008年の
マドリッド行動計画では、より地域の持続的発展
を見据えた戦略の策定へと舵をとることになった
という（田中 2012）。すなわち、「気候変動や生物
多様性、文化多様性、持続可能な開発のための教
育（ESD）」の概念が取り入れられた（田中 2012）。
　昔の自然保護は、自然豊かな地域を完全に囲っ
て防衛（protect）するという単純な手法が主流で

図 10　タチドコロの葉と花（雄花）

図 11　 ツクシタチドコロの葉と花（雄花）

 図 12　キクバドコロの葉（中央）

図 1　祖母山（左上）、傾山（右上）、大崩山の和久塚（左下）、
行縢の滝（右下）


